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屋久島から得られたイワハゼの記録

北尾圭梧 1

A single specimen of Glossogobius illimis Hoese and Allen, 
2012, collected from Yaku-shima island, Kagoshima Prefecture, 
Japan, represents the first record of the species from the island. 
The specimen of G. illims was characterized by 9 dorsal-fin soft 
rays; 19 pectoral-fin soft rays; 13 predorsal scales; 5 longitudi-
nally aligned single rows of sensory papillae on cheek; absence 
of transverse rows of sensory papillae on cheek; infraorbital 
branching of a row of sensory papillae from upper jaw to canal 
pore F; two small additional pores between G and H′ on oculo-
scapular canal; absence of black dots on nape; absence of dark 
band from posteroventral margin of eye to preopercle; and longi-
tudinal 5 dark spots on lateral side of body.
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 Abstract

イワハゼ Glossogobius illimis Hoese and Allen, 2012 は，

東インド洋と西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広い分布域をも

つ熱帯・亜熱帯性の小型ハゼ科魚類であり，河川中流域

から感潮域上端にかけての淡水域に生息する（Hoese and 

Allen, 2012；鈴木，2021）．日本においては沖縄島以南が

主分布域とされ，奄美群島以北では安定した個体群を維持

できていない可能性が指摘されていることから（米沢・四

宮，2016；前田，2017；是枝・本村，2022），分布北限域

における出現状況を注視する必要がある．

2025年 10月に，屋久島北西部の一湊川において 1個

体のイワハゼが採集された．本種は屋久島で確認された

陸水性魚類についてとりまとめたMotomura and Matsuura 

(2010)，Motomura and Harazaki (2017)，古𣘺ほか（2023）

において記録されていない．当該標本はイワハゼの屋久島

からの初めての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
右の胸鰭の一部を切り取って 99%エタノール中に保存

後，魚体をホルマリン水溶液で一週間以上固定した．その

後，エタノール水溶液に置換し，1週間以上保存した標本

を計数・計測に供した．計数・計測の方法と項目は，明仁

親王ほか（1984），渋川ほか（2017），および是枝・本村（2022）

にしたがった．双眼実体顕微鏡下で計数・計測を行ない，

デジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで計測した．頭部

感覚器官は，サイアニンブルーで一時的に染色して観察

し，頭部管開孔の名称は，明仁親王ほか（1984）にしたがっ

た．背鰭，臀鰭，および尾鰭の鰭条と脊椎骨は，軟 X線

写真により計数した．標準体長は SLと表記した．イワハ

ゼの学名は是枝・本村（2022）にしたがって Glossogobius 

illimisとし，本種が記載された Cybium 35巻 4号は，是枝・

本村（2022）にしたがって 2012年に公表されたものとし

て扱った．本報告に用いた標本は，京都大学総合博物館

（FAKU）に登録・所蔵されている．

Glossogobius illimis Hoese and Allen, 2012

イワハゼ
（Fig. 1）

標本　FAKU 212592，1個体，50.9 mm SL，鹿児島県熊

毛郡屋久島町・一湊川下流域，水深0.6 m，2025年10月19日，

手網，北尾圭梧．

記載　背鰭鰭条 VI-I, 9；臀鰭鰭条 I, 8；胸鰭鰭条 19；腹

鰭鰭条 I, 5；尾鰭分節軟条 9+8；尾鰭分枝軟条 6+6；縦列

鱗数 32；横列鱗数①（臀鰭起点～第 1背鰭基底）10；横

列鱗数②（臀鰭起点～第 2背鰭基底）9；横列鱗数③（第

2背鰭起点～臀鰭基底）8；背鰭前方鱗数 13；腹鰭前方鱗

数 7；尾柄周囲鱗数 11．各計測値の SLに対する割合（% 

of SL）：頭長 32.3；頭高 16.9；吻長 10.3；眼径 6.8；両眼

間隔 2.3；上顎長 12.8；体高 18.3；体幅 17.3；肛門前長
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53.7；第 1背鰭前方長 38.1；第 2背鰭前方長 57.9；臀鰭前

方長 59.4；腹鰭前方長 32.3；尾柄長 25.4；尾柄高 10.8；

第 1背鰭基底長 15.6；第 2背鰭基底長 20.5；臀鰭基底長

18.0；第 1背鰭最長棘長（第 2棘）17.0；第 2背鰭棘長

13.5；第 2背鰭最長軟条長（第 2軟条）16.0；臀鰭棘長 8.6；

臀鰭最長軟条長（第 6軟条）14.6；胸鰭長 22.8；腹鰭長

22.1；尾鰭長 25.2．

体は前後方向に細長い円筒形で，頭部はやや縦扁し，

尾柄部はやや側扁する（Fig. 1）．体背縁の輪郭は，吻端か

ら第 1背鰭起部にかけて上昇し，そこから第 2背鰭起部ま

では体軸にほぼ平行．第 2背鰭起部から尾鰭基底まではゆ

るやかに下降する．体腹縁の輪郭は，下顎先端から腹鰭起

部にかけてゆるやかに下降し，そこから臀鰭起部までは体

軸にほぼ平行．臀鰭起部から尾鰭基底まではゆるやかに上

昇する．

眼は頭部側面の上方に位置し，眼径は吻長よりも小さ

い．吻は丸みを帯びるがやや突出し，下顎先端は上顎先端

よりも前方に突出する．口裂は下位で，上顎後端は眼の前

縁直下をこえる．鼻孔は 2対で，前鼻孔は短い管状であり，

後鼻孔は楕円形；両鼻孔はやや離れ，前鼻孔は上顎上縁付

近に，後鼻孔は眼のやや前方に位置する．背鰭前方鱗数は

13で，両眼間隔の後縁にわずかに達しない．項部を除く

頭部と胸鰭基底前方は無鱗．躯幹部は，腹鰭基部前方の腹

面が円鱗で覆われ，それ以外の躯幹部および尾柄部が櫛鱗

で覆われる．

第 1背鰭起部は腹鰭基底後端の直上よりもやや後方に

位置する；第 1背鰭は三角形で，第 2棘が最長．第 2背鰭

起部は臀鰭起部の直上よりもわずかに前方に位置し，第 2

背鰭基底後端は臀鰭基底後端の直上よりもやや後方に位置

する；第 2背鰭と臀鰭はともに平行四辺形に近く，倒して

もそれぞれの後端が尾鰭基底に達しない．胸鰭基底は鰓膜

のやや後方に位置し，上端と下端はほぼ同一垂線上に位置

する；胸鰭は前後方向に長い楕円形で，後端は第 1背鰭基

底後端の直下に達する．腹鰭起部は胸鰭基底直下よりもわ

ずかに前方に位置し，腹鰭後端は第 1背鰭第 5棘の直下に

達する；腹鰭は左右の鰭膜が癒合して吸盤状となり，膜蓋

は発達する．尾鰭は截形で後縁はやや丸みを帯びる．背鰭

担鰭骨と脊椎骨の関係（P-V）は 3/II II I I 0/9．

頭部感覚管開孔は前眼肩甲管に B′，C (S)，D (S)，E，F，G，

H′を，後眼肩甲管に K′，L′を，前鰓蓋管にM′，N，O′を

もつ．開孔 Gと H′の間には 2個の小さい付加開孔 a1と

a2をもつ．眼の直下に 1本，頬部に 5本の単列縦列孔器

をもつ．鰓蓋に発達した単列の横列孔器を 1本もち，上部

と下部において後方に向かってそれぞれ 1分枝する．

色彩　固定直後の色彩（Fig. 1）―躯幹部および尾柄部

の背面の地色は暗い黄土色，側面から腹面の地色は透明感

のある薄い茶色で，躯幹部の腹面は特に白みが強い．胸鰭

の後方から尾鰭基底にかけて，眼径よりもやや大きく，前

後方向に長い楕円形から長方形の黒色斑がおおむね等間隔

に 5個縦列し，その間には瞳孔径よりも小さい黒色斑が散

在する．体側の 5黒色斑上方の側面から背面にかけては，

瞳孔径と同程度かやや小さい黒色斑が集まって不明瞭な 4

個の鞍状斑となり，5黒色斑と互い違いになるように分布

する．5黒色斑下方の側面には，鱗の基部を縁取るように

黒色素胞が集まり，瞳孔径よりも小さな黒色斑として散在

する．頭部は黄色を帯びた茶色で，眼の前縁下部から上顎

中部にかけて黒色縦帯が斜走し，頬部には 4本の黒色縦線

がある．瞳孔は黒色で，虹彩は黄色を帯びた銀白色．

胸鰭は基部上端と基底下端の前方にそれぞれ 1個の黒

色斑がある；軟条には基部から中部にかけて不明瞭な 3本

の暗色横帯があり，中部から先端と鰭膜は透明．腹鰭は棘，

鰭膜ともに白色半透明．第 1背鰭は棘，鰭膜ともに地色は

白色半透明；第 1棘から第 5棘は基部と中点付近が赤色で，

先端が黄色を帯び，第 6棘は先端のみ赤色；第 2棘前方の

鰭膜は先端部が赤色を帯びる；第 5棘後方の鰭膜基部に眼

径と同程度の大きさの 1個の黄色斑がある．第 2背鰭は棘，

Fig. 1. Fresh specimen of Glossogobius illimis (FAKU 212592, 50.9 mm SL) collected from Issou-gawa river, Yaku-shima island, Ka-
goshima Prefecture, Japan.
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軟条，鰭膜のいずれも地色は白色半透明で，基部から中点

付近にかけて 3個の赤色斑があり，3本の乱れた赤色縦帯

となる；鰭膜の基部 1/3程度は黄色を帯び，縁辺は淡い赤

色を帯びる．臀鰭は棘，軟条，鰭膜ともに地色は白色半透

明；鰭膜は基部から中部まで黄色を帯び，第 6軟条以降で

は先端付近まで黄色を帯びる．尾鰭は棘，鰭膜ともに白色

半透明で，上縁と下縁は黄色がかる；軟条には基部から先

端にかけて 2–5個の赤色斑があり，乱れた数本の赤色横帯

状になる．

分布　本種は東インド洋と西太平洋の熱帯・亜熱帯域
に広く分布し（Hoese and Allen, 2012），国内においては鹿

児島県薩摩半島（是枝・本村，2022），大隅諸島［種子島（Sakai 

et al., 2001）］，奄美群島［奄美大島（四宮・池，1992；吉

郷，2014），加計呂麻島（吉郷，2014）］，沖縄諸島［沖縄

島（明仁ほか，1993；鳥居ほか，2011）］，宮古諸島［宮

古島（明仁ほか，1993）］および八重山諸島［石垣島（明

仁ほか，1993；吉郷，2014），西表島（明仁親王・目黒，

1975; Hoese and Allen, 2012；吉郷，2014），与那国島（吉郷，

2000）］から記録されていた．本研究により，大隅諸島の

屋久島からも本種が記録された．

備考　記載標本は背鰭軟条数が 9であること，胸鰭条

数が 19であること，背鰭前方鱗数が 13であること，頬部

に単列の縦列孔器が 5本あり，横列孔器がないこと，上顎

から感覚管開孔 Fに向かう孔器列が眼下で分枝すること，

感覚管開孔 Gと H′の間に 2個の小さい付加開孔 a1と a2

があること，鰓蓋上部の後方に向かう孔器列が分枝しない

こと，鰓蓋下部に短孔器列群がないこと，下顎先端にヒゲ

がないこと，体側に縦長の 5暗色斑があり，体側後半の暗

色斑が長円形で明瞭であること，眼後縁下から頬に斜走す

る暗色斑がないこと，および項部背面に黒色点がないこと

などが明仁親王・目黒（1975），Hoese and Allen (2012)，明

仁ほか（2013），および是枝・本村（2022）の示したイワ

ハゼ Glossogobius illimis の標徴に一致し，本種に同定され

た．

本標本は一湊川下流域の純淡水域において，水深約 60 

cmの流れの緩やかな礫底から採集された．イワハゼの確

認例は分布の項に示したとおりであり，本報告に用いた標

本は，イワハゼの屋久島からの初めての記録となる．
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